






















































Research into Evaluations of “Ippon” in Judo Competitions





















































順位 国名 金 銀 銅 合計
1 日本 2 1 3 6
2 ドイツ 　 1 4 5
3 モンゴル 　 3 　 3
4 中国 1 　 　 1
5 ブラジル 1 　 　 1
6 イギリス 1 　 　 1
7 アメリカ 1 　 　 1
8 ベルギー 1 　 　 1
9 チュニジア 　 1 　 1
10 スロベニア 　 1 　 1
11 ハンガリー 　 　 2 2
12 韓国 　 　 1 1
13 ルーマニア 　 　 1 1
14 カナダ 　 　 1 1
15 オランダ 　 　 1 1
16 フランス 　 　 1 1



















































決勝 準決勝 準々決勝 3回戦 2回戦 1回戦 一本勝ち率
一本勝ち 3 3 3 3 1 31.0
それ以外 4 4 4 3 4 1
一本勝ち率 42.9 42.9 42.9 0.0 42.9 50.0 （%）
銀メダリスト（n=7）
決勝 準決勝 準々決勝 3回戦 2回戦 1回戦 一本勝ち率
一本勝ち 6 4 3 3 45.7
それ以外 1 3 4 1
一本勝ち率 85.7 57.1 100.0 42.9 0.0 （%）
銅メダリスト（n=14）
3位決定戦 敗者復活戦 準々決勝 3回戦 2回戦 1回戦 一本勝ち率
一本勝ち 3 2 2 3 5 2 25.0
それ以外 11 5 5 3 9 4
一本勝ち率 21.4 28.6 28.6 50.0 35.7 33.3 （%）
104
事も必要であると言える。
とはいえ、「ダイナミック柔道」についての客観的
かつ明確な定義付けは難しいことに加え、本論調を
強めるには、本研究で対象とした試合数が妥当であ
るかの検証を更に深めて考察していく必要があり、そ
のためには更に詳細な分析を進めていく事が重要で
あると考えている。加えて、実際のコーチング現場に
おいて、大会毎に得られた競技分析的データを即座
にフィードバックしていくことは、チャンピオンスポー
ツである柔道競技において、日本の立場を確たるも
のにしていく上では重要な一つの視点であるとも考え
ているため、前述の課題に加えて、競技分析的デー
タを選手に対してどのようにフィードバックしていくか
についても、今後より詳細に検討していく必要がある
と言える。
また、柔道競技の特性から、できる限り早めに試合
を終えて体力的要素を温存することは、次戦に向け
て有利になる事は言うまでもなく、可能であるならば
早期に「一本」による勝利を収める事は、一日に試合
を繰り返す選手にとっては有意義なことであるとも考え
ている。また、少年柔道教室などの子どもを対象とし
た教育現場において柔道コーチングを展開する際に
は、戦術的な思考力のみを育み競技結果を優先さ
せないように仕向ける事や、競技力向上には必要に
なると考えられる「あきらめない」ことや「現状に満足し
ない」ことを指導するためには、教育的な配慮をしな
がら「どのような状況下においても常に『一本』を取り
にいく柔道」を目指してコーチングされることは、大切
な一つの観点であると言える。
これらの事からも、現場を指導するコーチは、コー
チング対象者とその選手が抱えている背景を十分に
考慮した上で、場面や個人に合わせたコーチングを
展開していく事が重要であると言えよう。
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